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研究成果の概要（和文）：

携帯電話のほか、DS や PSP 等の小型ゲーム機や i-Pod 等の小型端末であっても、ネットに

接続すれば、個人情報の漏洩や有害サイトの危険にさらされるにもかかわらず、情報に対する

科学的理解が欠如しているために、危険が認識されていない点が考えられる。また、小型端末

に対する情報技術に関する知識の指導が不十分と考えられる。さらに、携帯電話や小型ゲーム

機からしかアクセスできない情報サイトに関する情報モラル教材や指導法が不十分と考えられ

る。

そこで、携帯電話や小型端末からしかアクセスできない情報サイトに関する情報モラル教育

の問題点を明らかにし、その問題点を解決できる情報モラル教材の開発と教材を活用した指導

法を提言した。

研究成果の概要（英文）：
If someone connects with a network from small terminals, such as small game 

machines, such as a mobile phone, DS, and PSP, and i-Pod, etc., in spite of being 
exposed to disclosure of personal information, or the danger of a harmful site, since the 
scientific understanding of information is lacking, danger is not recognized.

Moreover, it is thought that instruction of the knowledge on the information 
technology for a small terminal is insufficient.

Furthermore, it is thought that computer ethics teaching materials and the method 
of instruction on the information site which can be accessed only from a mobile phone 
or a small game machine are insufficient.

Then, the problem of the computer ethics education on the information site which 
can be accessed only from mobile phone or small terminal was clarified, and the 
method of instruction which utilized development of the computer ethics teaching 
materials which can solve the problem, and teaching materials was proposed.
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１．研究開始当初の背景

インターネットや携帯電話や小型ゲーム
機などの普及が急速に進み、違法・有害情報
に起因する問題やネットいじめが増加し、情
報内容を適切に判断し対処できる能力が必
要となっている。

このような状況にたいして、文部科学省等
では、学校における情報モラル教育の充実を
提言し、主にパソコンに関わる情報モラル教
育が推進されてきている(金子ほか、2009)。
実際、中学校における技術教育や、高等学校
における普通科「情報」において、パソコン
に対する情報モラル教育は普及した。

しかし、最近では、違法性の高いサイトほ
ど、携帯端末からしかアクセスできないよう
な仕組みになりつつあるが、携帯電話やネッ
ト接続可能な小型ゲーム機からしか利用で
きないサイトに対する情報モラル教育は、中
学校でも高等学校でも行われていない。その
ため、携帯電話によるメールのトラブル等も
報告されている(山下ほか、2009)。

海外においても、パソコンに対する情報モ
ラル教育が普及してきているが、携帯電話や
ネット接続可能な小型ゲーム機に対する情
報 モ ラ ル 教 育 は 普 及 し て い な い
（Quinn,2006)。

また、教員や保護者も、ネット接続可能な
小型ゲーム機に対するフィルタリングなど
の知識も乏しく、パソコンに対する情報モラ
ル教育が普及したにもかかわらず、違法・有
害情報に起因する問題は、減少していない。
携帯電話に関する情報モラル教育の必要性
を、教員や保護者に喚起する書籍 (加納、
2008,2009)はあるが、実際に学校で行われて
いることといえば、無料で携帯電話会社等が
行っている講習会に留まっている。当然営利
企業である携帯電話会社に不利になるよう
な内容は教えられていない。本来は、携帯端
末に関しても、教育者が偏りのない教育を行
うべきであるが、なかなか普及に至らない。
普及しない要因として、以下の 3 点が考えら
れる。

第 1 に、DS や PSP 等の小型ゲーム機であ
っても、ネットに接続すれば、個人情報の漏
洩や有害サイトの危険にさらされるにもか
かわらず、情報に対する科学的理解が欠如し
ているために、危険が認識されていない点が
考えられる。

第 2 に、ゲーム機のフィルタリングの設定
などの情報技術に関する知識の指導が不十
分と考えられる。

第 3 に、携帯電話や小型ゲーム機からしか
アクセスできない情報サイトに関する情報
モラル教材や指導法が不十分と考えられる。

２．研究の目的

携帯電話のほか、DS や PSP 等の小型ゲー
ム機や i-Pod 等の小型端末であっても、ネッ
トに接続すれば、個人情報の漏洩や有害サイ
トの危険にさらされるにもかかわらず、情報
に対する科学的理解が欠如しているために、
危険が認識されていない点が考えられる。ま
た、小型端末に対する情報技術に関する知識
の指導が不十分と考えられる。さらに、携帯
電話や小型ゲーム機からしかアクセスでき
ない情報サイトに関する情報モラル教材や
指導法が不十分と考えられる。

そこで、携帯電話や小型端末からしかアク
セスできない情報サイトに関する情報モラ
ル教育の問題点を明らかにし、その問題点を
解決できる情報モラル教材の開発と教材を
活用した指導法を提言することを、本研究の
目的とする。

３．研究の方法

携帯電話や小型ゲーム機から子どもたち
がアクセスする情報サイトに関する情報モ
ラル教育の問題点を明らかにするにあたっ
ては，初等中等教育に携わる教員や保護者、
海外の研究者らから意見聴取を行い、問題点
を明らかにする。

また、SNS 上で、ネット問題に関するコミ
ュニティーに登録している匿名のメンバー
からも携帯電話や小型端末に関わる問題点
を探る。

明らかになった問題点を克服するための
情報モラル教材の開発と教材を活用した指
導法を提言する。

４．研究成果
およそ小学校 1年生で、ひらがなをマスタ

ーし、言葉を文字に置き換えることができる
ようになる。しかしながら、鉛筆で文字を書
くことができればリテラシーが身について
いるとはいわない。同様に、キーボードで文
字が入力できれば、情報リテラシーが身につ
いたかといえば、まったくそうではない。む
しろ、言葉を文字に置き換えられるようにな
ってはじめて、情報リテラシーを学ぶスター
と地点に立つ。どのような情報を発信すれば
よいのか否か、また、どのようにコミュニケ



ーションをとればよいのか、学ぶ必要がある。
最近では、ゲーム機でゲームをしながら、対
戦相手とコミュニケーションをとる。そのよ
うなときであっても、情報モラルを身につい
けていれば、コミュニケーションのトラブル
は最低限に抑えることはできるが、身につい
ていなければ、炎上を引き起こし、互いに傷
つくことになる。

こういったトラブルに巻き込まれるのは、
小中学生である。しかし小中学校では、情報
教育を体系的に行うカリキュラムはできて
おらず、国語や道徳を担当する教員の温度差
にゆだねられている。

そこで、｢情報発信｣と｢コミュニケーショ
ン｣に焦点を当て、2つの教材を開発し、指導
のポイントを提案した。
教材 1：情報の発信力

情報を発信するときには、デマ情報を発信
しないことのほかにも、著作権や肖像権、個
人情報など気を付けるべき点はたくさんあ
ります。プロフに写真や住所、電話番号など
を書いて、ストーカー被害に遭うなどもかつ
てはありましたが、最近ではプロフを作りた
いと思う年齢になると、人に知られたくない
ことの意識も芽生え、あからさまに個人情報
を書いているプロフは減りました。もちろん、
恣意的にいじめたい相手のプロフを作り電
話番号やメールアドレスなどを書いて、スパ
ムメールやいたずら電話をかけさせようと
するネットいじめなどの問題もあります。ネ
ットいじめは、いじめの一つの手段にシギま
せんから、ネットだけでなく包括的な指導が
必要ですので、ここでは深く触れません。

一方、著作権は、言葉でやってはいけない
と諭しても、本当に理解をしていないと、つ
い出来心で、やってしまうことがあります。
そこで、中学年の場合の指導例を示しましょ
う。
（小学校中学年の例）
テーマ：イラストがうまく描けない！
場面設定：×君は、サッカーが大好きなので、
自分のサッカーについてブログを作りたい
と思いました。文字を入力するだけで、簡単
に自分だけのサッカーブログができました。
しかし、文字ばかりでおもしろくありません。
何かマークを入れたいと思いました。そこで、
大好きなサッカーチームのホームページか
ら、サッカーチームのマークをコピーしては
り付けました。
発問 1：×君がサッカーチームのマークをコ
ピーしてはり付けたことをどう思います
か？
発問 2：もし、あなたがつくったマークが、
自分以外の人のブログにはってあったらど
う思いますか？
指導のポイント：ここでの指導のポイントは、
ブログは、インターネットを通して多くの人

に見られるものであることを理解させるこ
とです。そして、他人が書いたものや描いた
ものを勝手に、自分のブログに貼ることは、
他人の持ち物を許可なく使うことと同じこ
とになります。もし自分が逆の立場だったら
どうかを考えさせ、けしてやってはいけない
ことであることを理解させる必要がありま
す。
教材 2：コミュニケーション力

伝えたつもりが伝わっていない、誤解され
たという経験は大人でもたくさんあること
でしょう。直接会って話をすれば、伝わって
いないかなとか、相手のしぐさや表情でわか
ります。しかし、短い文章のやり取りになり
がちの、ケータイメールでは、コミュニケー
ションのずれが頻繁に起こりがちです。コミ
ュニケーションのずれを認識していないと、
絶交してしまったり、不信感を募らせ、安心
した人間関係が築けなくなります。そこで、
携帯電話に興味を持ち始める高学年の場合
の指導例を示しましょう。
（小学校中学年の例）
テーマ：伝えたつもりが伝わらない
場面設定：土曜の午後に A子さんの家にみん
なで集まって、クッキーを作ることになりま
した。B 子さんにも「クッキーづくりをする
から来てね」とメールを送りました。B 子さ
んは「私はいいよ」と返事をしました。A 子
さんは B子さんが来てくれるものと思ってい
ましたが、B子さんは来ませんでした。
発問：なぜ、A 子さんは B 子さんが来てくれ
るものと思ったのでしょう？
指導のポイント：文字だけでは、相手に伝わ
らないこともあることを理解させることで
す。どちらにも意味が解釈できる場合には、
必ず再確認をするなど、コミュニケーション
のずれを最小限にとどめるように心がける
ように指導する必要があります。
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